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総
合
特
別
区
域
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
総
合
特
別
区
域
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
現
下
の
財
政
事
情
等
に
鑑
み
、
「
選
択
と
集
中
」
の
観
点
を
最
大
限
に
活
か
す

た
め
、
政
策
課
題
を
解
決
す
る
上
で
有
効
か
つ
先
駆
的
な
取
組
の
実
現
可
能
性
が
高
い
地
域
を
厳
選
し
て
指
定
を
行
い
、
国

と
地
域
の
政
策
資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
総
合
特
別
区
域
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
指
定
が
恣
意
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
総
合
特
別
区
域
基
本
方
針
に
お
い
て

具
体
的
な
指
定
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
有
識
者
に
よ
る
客
観
的
評
価
を
活
用
す
る
な
ど
、
指
定
審
査
過
程
の
透
明
性
を

確
保
す
る
こ
と
。

三
、
総
合
特
別
区
域
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
等
か
ら
の
提
案
制
度
、
総
合
特
別
区
域
協
議
会
の
活
用
等
に
よ
り
、

地
域
の
住
民
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
主
体
の
創
意
工
夫
が
最
大
限
活
か
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
民
間
主
体
が
総
合
特
別
区
域
に
お
け
る
取
組
に
主
体
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

四
、
関
係
各
府
省
庁
は
、
総
合
特
別
区
域
に
お
け
る
政
策
課
題
と
そ
の
解
決
方
向
を
地
域
と
共
有
し
、
地
域
の
責
任
あ
る
戦
略



が
実
現
す
る
よ
う
、
内
閣
官
房
・
内
閣
府
と
緊
密
に
連
携
し
、
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

五
、
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
に
お
け
る
企
業
誘
致
等
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
他
の
関
連
制
度
と
の

窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
す
る
な
ど
、
関
連
制
度
間
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
を
う
み
出
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
等
の
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
。

六
、
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
等
に
関
す
る
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
と
地
方
の
協
議
会
等
に
お
い
て
、
そ
の
提
案
の
実

現
に
向
け
た
誠
実
な
協
議
を
行
い
、
規
制
・
制
度
の
特
例
措
置
や
税
制
・
財
政
・
金
融
上
の
支
援
措
置
等
の
一
層
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
。

七
、
総
合
特
別
区
域
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
当
該
総
合
特
別
区
域
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
度
そ

の
評
価
を
行
い
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

八
、
総
合
特
区
通
訳
案
内
士
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
通
訳
案
内
士
の

数
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
通
訳
案
内
士
法
に
基
づ
く
通
訳
案
内
士
及
び
外
客
誘
致
促
進
法
に
基
づ
く
地
域
限
定
通
訳
案
内

士
を
補
完
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
に
限
っ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
総
合
特
区
通
訳
案
内
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修

は
、
有
償
で
通
訳
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
密
度
の
濃

い
内
容
と
し
、
修
了
時
に
実
力
の
判
定
を
行
う
な
ど
、
通
訳
案
内
士
制
度
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

な
お
、
総
合
特
区
通
訳
案
内
士
の
資
格
を
得
て
通
訳
案
内
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
験
と
実
績
に
適
切

に
配
慮
し
て
、
将
来
、
通
訳
案
内
士
試
験
を
受
験
し
て
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
資
質
を
有
す
る
通
訳
案
内
士
と
な
る
こ
と
を

奨
励
す
る
こ
と
。



九
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
行
わ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
に
関
し
て
は
、
利
用
者
保
護
の
観
点
に
立
ち
、
継
続
し
て
良
質

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。

十
、
構
造
改
革
特
別
区
域
制
度
に
つ
い
て
は
、
総
合
特
別
区
域
制
度
と
の
連
携
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
体
制
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
必
要
な
検
証
を
行
い
、
地

域
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

十
一
、
本
法
に
規
定
す
る
課
税
の
特
例
に
関
す
る
租
税
特
別
措
置
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
与
野
党
に
お
け
る
税
制
改
正

に
関
す
る
協
議
の
動
向
を
踏
ま
え
、
別
途
検
討
を
行
う
こ
と
。

十
二
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
甚
大
性
に
鑑
み
、
当
該
被
災
地
域
の
復
旧
復
興
を
強
力
か
つ
効
果
的
に
支
援
す
る
た
め
、

総
合
特
別
区
域
制
度
と
は
別
に
、
大
胆
な
規
制
・
制
度
の
特
例
と
税
制
・
財
政
・
金
融
等
各
種
の
支
援
措
置
等
を
総
合
的
か

つ
集
中
的
に
講
ず
る
新
た
な
特
区
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


